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総務常任委員長

森　治史
もり はる　  し

佐
賀
文
教
施
設
の

　

高
台
移
転
の
調
査
費
予
算
化

●
平
成
25
年
度

　
　
　

一
般
会
計
補
正
予
算

■
歳
入

　

主
な
内
訳
は
、
使
用
料
及
び
手

数
料
１
６
２
万
円
の
減
額
。
国
庫

支
払
金
２
３
４
万
円
、
県
支
出
金

１
９
９
１
万
円
、
町
債
８
６
０
万

円
の
歳
入
が
あ
り
ま
し
た
。

■
歳
出

　

主
な
内
訳
は
、
同
対
施
設
使
用

料
調
整
基
金
１
１
７
万
円
と
施
設

等
整
備
基
金
４
５
万
円
の
減
額
で

す
。

　

町
財
産
の
縫
製
工
場
（
３
社
）

の
蛍
光
灯
を
事
業
者
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
に
取
り
替
え
る
工
事
費
用
を
５

年
間
減
免
す
る
も
の
で
す
。

　

委
託
料
７
０
０
万
円
は
佐
賀
保

育
所
、
小
学
校
、
中
学
校
の
高
台

移
転
に
つ
い
て
国
、
県
と
の
話
し

合
い
に
必
要
な
町
の
基
本
構
想
と

計
画
を
作
る
調
査
費
で
す
。
保
育

所
移
転
は
最
優
先
の
事
業
と
し
て

考
え
て
い
ま
す
が
、
保
育
所
、
中

学
校
は
最
近
新
築
し
て
お
り
、
移

転
に
な
れ
ば
二
重
の
返
済
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

更
に
、
現
在
は
佐
賀
支
所
の
高

台
移
転
は
考
え
て
な
い
が
、
災
害

発
生
時
は
拳
ノ
川
の
「
あ
っ
た
か

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
こ
ぶ
し
」
を

対
策
本
部
と
し
て
対
応
す
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

●
条
例
の
改
正
と
制
定

■
匿
名
の
方
よ
り
教
育
に
生
か
し

て
下
さ
い
と
１
千
万
円
の
ご
寄
付

を
頂
き
、
地
域
活
性
化
事
業
基
金

で
運
用
す
る
に
は
現
行
条
例
中
に

「
教
育
」
が
な
い
た
め
、
条
例
に

加
え
る
改
正
で
す
。

■
防
災
対
策
加
速
化
基
金
条
例

は
、
南
海
地
震
津
波
に
対
し
、
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
緊
急
防
災
事

業
を
加
速
推
進
す
る
た
め
に
、
国

の
交
付
金
、
県
の
支
援
金
を
基
金

に
積
み
立
て
る
条
例
制
定
で
す
。

●
伊
与
木
川
中
州
広
場
へ
の

　

架
橋 

建
設
に
関
す
る
請
願

　

書
を
採
択

　

本
請
願
に
は
、
道
の
駅
建
設
用

地
も
整
備
さ
れ
店
舗
開
設
が
具
体

化
し
た
こ
と
や
、
高
規
格
道
路
の

延
伸
に
よ
り
交
流
人
口
の
増
加
が

期
待
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
こ

と
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
に

も
活
用
し
て
き
た
場
所
だ
が
、
近

年
で
は
川
の
増
水
等
で
中
州
へ
渡

る
こ
と
が
出
来
ず
行
事
や
管
理
が

行
え
な
い
等
、
切
実
な
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
現
地
視
察
を
行
い
橋

の
必
要
性
は
認
め
ら
れ
る
が
、
防

災
対
策
や
避
難
道
の
整
備
等
が
急

が
れ
て
お
り
、
事
業
の
優
先
順
位 坂本　あや

さか   もと

を
勘
案
し
対
応
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
意
見
を
付
し
、
採
択
し

ま
し
た
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算

■
ミ
ョ
ウ
ガ
ハ
ウ
ス
の
土
壌
改
修

事
業
に
補
助
金

　

ミ
ヨ
ウ
ガ
は
病
気
が
発
生
す
る

と
３
年
は
作
れ
な
い
。
品
目
変
更

も
高
額
な
ハ
ウ
ス
設
備
も
し
て
お

り
難
し
い
こ
と
か
ら
、
ロ
ッ
ク

ウ
ー
ル
を
使
っ
た
溶
液
栽
培
を
導

伊
与
木
川
中
州
広
場
へ
の
架
橋

建
設
に
関
す
る
請
願
書
を
採
択

伊与木川中洲広場（左側）付近を視察

佐賀地区の保育所と小中学校


